
講座名 講座概要 担当者

低温の世界
ドライアイスや液体窒素を使用し，１００℃でなくても沸
騰する物質があることなど低温の不思議について演示実
験を行います。

宇和田，石黒

ブラックライトで身近
なものを光らせる

紫外線を出すブラックライトの光を身近なものに当てて
光るかどうか観察します。意外に身近な蛍光という現象
を学びます。

宇和田

DNAを見てみよう
簡単な材料を使って，納豆菌からDNAを取り出してみ
ます。全生物が持っているDNAを目で見て身近に感じ
られるのではないでしょうか。

石黒

表１　２０１８～２０１９年度に城西大学理学部化学科が川越市「小・中・大学連携理科ふれあい事業」に提示した
講座とその概要，担当者。
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川越市小・中・大学連携理科ふれあい事業への取り組み
～２０１８，２０１９年度～

石黒直哉，宇和田貴之，北川浩子

１．本学理学部化学科の取り組み 

～２０１８，２０１９年度

　「川越市小・中・大学連携理科ふれあい事業」

は２００６年度から開催されており，講師として川越

市近隣大学の教員および学生を小・中学校に招い

て実施している。近隣の大学として参加している

のは，理系学部を擁する埼玉大学，東洋大学，お

よび城西大学である。この事業の概要と理学部化

学科の取り組みについては，我々の先の実践報

告（１）を参照していただきたい。

　２０１８～２０１９年度に開講した講座とその概要を表

１に，実施状況を表２にまとめた。「低温の世

界」が２件，「ブラックライトで身近なものを光

　川越市が市内の小・中学生の理科に対する興味・関心や知的好奇心，探究心を醸成するため毎

年度開催している川越市「小・中・大学連携理科ふれあい事業」では，川越市近隣大学（埼玉大

学，東洋大学および本学）の教員および学生を小・中学校に招き，理科に関する実験・実習を行

っている。本学理学部化学科の教員は本事業に継続的に参加し貢献している。本稿では２０１８～

２０１９年度の我々の本事業への取り組み内容を報告し，アンケート結果から今後の展開を考察す

る。

要　　旨

キーワード：地域貢献，アウトリーチ活動，科学体験

実践報告



日程 開催校 受講者 講座内容 担当者

２０１８年１０月１７日 川越小学校 ４～６年生１７名
ブラックライトで身近なもの
を光らせる

宇和田

１０月２４日 寺尾小学校 ４～６年生３０名
ブラックライトで身近なもの
を光らせる

宇和田

１２月１０日 大塚小学校 ６年生７７名 DNAを見てみよう 石黒

１２月１２日 高階西小学校 ５年生７５名 低温の世界 宇和田

２０１９年９月１８日 大東西小学校 ４～６年生３２名 低温の世界 宇和田

９月２５日 霞ヶ関北小学校 ４～６年生２８名 DNAを見てみよう 石黒

１０月９日 寺尾小学校 ４～６年生２９名
ブラックライトで身近なもの
を光らせる

宇和田

１０月９日 川越第一小学校 ４～６年生３４名 DNAを見てみよう 石黒

表２　２０１８～２０１９年度に城西大学理学部化学科が川越市「小・中・大学連携理科ふれあい事業」で実施した
講座と受講者，担当者。
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らせる」と「DNAを見てみよう」が各３件であ

った。新講座の内容が浸透してきていることがう

かがえる。

　この２年間はすべて小学校での開催であった。

２０１８年の大塚小学校と高階西小学校は２クラスに

対し連続２時限の講座となったが，それ以外の５

校（６講座）では４～６年生が所属する各種クラ

ブの３０名程度の１回実施した。

２．「DNAを見てみよう」の講座内容

２．１　講座のねらい

　本報告では，本事業において我々が担当した講

座のうち，石黒が担当した講座「DNAを見てみ

よう」について解説する。石黒の専門は生化学で

あり，この分野の実験は，テレビ番組等で行われ

ている化学実験のような瞬時にして物質の形態が

変化する，色が変わる，あるいは大きな音が出る

と言ったような派手な実験は少ない。その中で，

「DNAを見てみよう」を選択したのは，我々の

世代では考えられなかったことだが，今では

DNAという言葉は小学校の理科の教科書に登場

する用語となっているという時代背景が一番の理

由である。遺伝子の本体であるDNAを目で直接

見ることで親近感がわき，食品を含めてすべての

生物にはDNAがあることを実感できる。さらに，

小・中学生が解説や実験の説明を聞いた上で時間

内に安全に実験できること，自宅でも再度実験で

きるような材料を用いるという観点から，納豆菌

からのDNA抽出を体験してもらう本講座となっ

た。

２．２　講座内容

　DNA抽出実験によく用いられる材料は，DNA

が大量に抽出できるブロッコリー，カリフラワ

ー，タマネギなどの植物や，動物の白子やレバー

である（２）。これらの材料をまずすりつぶして細

胞壁を破砕する作業，また，白子やレバーなどタ

ンパク質が多い食品ではタンパク質の熱変性と除

去などの作業が必要となる。これらの作業の短

縮，省略ができるため，納豆菌を材料とした。

　講座では最初に児童たちに，家族や親戚を例に

「DNAは生物の設計図であること」を説明し

（図１），その構造や性質について理解をしても



図１　実験開始前のDNAに関する解説。DNAは生物の
設計図であること，設計図の違いが多様性を生む
こと，その構造や性質について説明した。

図２　抽出されたDNA。
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らった後に実験を始めた。実験は４，５人でグル

ープを作り，グループ単位で行った。

　まず，納豆菌を回収する作業を行った。納豆を

かき混ぜて出てきたねばねばを割り箸で巻き取

り，５mlの水を入れた透明なプラスチックカッ

プ（以下，カップ）内で水に溶かした。この作業

を５回繰り返し，十分に納豆菌を集めた。納豆の

臭いが苦手だと顔をしかめる児童もいたが，多く

は思いきり混ぜていた。その際，力をかけすぎて

納豆自体を潰してしまうグループが見られるの

で，その場合は茶こしを使って固形物を取り除い

た。こうすることで最後にDNAがきれいに観察

できるようになる。

　次に，タンパク質を分解する作業を行った。多

くのDNA抽出実験において，核膜を破壊する目

的で洗剤などの界面活性剤を用いるが，納豆菌は

原核生物であるため，この作業を省略することが

でき，短い授業時間を有効に使うことができる。

タンパク質の分解は，室温で管理できるため，コ

ンタクトレンズ用タンパク除去液を用いている。

これをカップに２，３滴たらし，５分ほどビーカ

ーを振った。

　最後に，DNAを抽出する作業を行った。バッ

トに氷水を張り，冷蔵庫で冷やしておいた２M食

塩水を等量加えた。ヒストンに巻き付いている

DNAを引き剥がす作業である。DNAは水に溶け

るので今は目に見えていないが，アルコールには

溶けないため析出してくることを説明し，冷凍庫

で冷やしておいたエタノールを３０ml入れたカッ

プのほうに作業中のカップの溶液１０ml全量を静

かに注いだ。カップを実験台につけたまま静かに

揺らすと糸くずのようなものが現れた。これが

DNAである（図２）。今まで見えなかったDNA

が析出して見えてきた時には驚きの声が上がっ

た。DNAが糸くず上に見えたため，DNAの二重

らせん構造が見えていると勘違いしている児童も

いた。間違いではあるが前半の座学も真剣に聞い

ているんだと感心した。作業中のカップにエタノ

ールを注いでもDNAは見られるが，本方法のほ

うがきれいに観察できる。また，予め冷やしてお

いた食塩水やエタノールを用いたのはDNAの沈

殿効率を上げるためで，冷やさなくても確認でき

るが，納豆菌の場合，ブロッコリーやレバーなど

の動植物の細胞よりも少量しか取れないため低温

下での作業の方が無難である。

　本講座で用いた材料は簡単に入手でき，エタノ

ール以外は危険なものもないので，各家庭でも是

非もう一度実験をしてみてほしいと言って講座を

終了した。



A B C C A＋B

１
小・中・大学理科ふれあい事業に参加して，楽しか
ったですか。

７８.８ １９.４ １.８ ０.０ ９８.２

２
大学の先生の講義（こうぎ）をきいて，もっといろ
んなことが知りたいと思いましたか。

５３.３ ３７.０ ８.５ １.２ ９０.３

３
実験実習活動では，実験結果を予想し，見通しをも
って実験実習活動ができましたか。

４６.７ ４１.８ １０.３ １.２ ８８.５

４
実験で体験したことを科学的に考えることができま
したか。

４７.３ ３３.９ １６.４ ２.４ ８１.２

５
今日の実験から新しく発見できたことや理解できた
ことがありましたか。

６４.８ ２８.５ ６.１ ０.６ ９３.３

６
小・中・大学理科ふれあい事業で学んだことを今後
の理科学習にもいかしていきたいと思いますか。

４２.４ ３６.４ １８.８ ２.４ ７８.８

表３　過去３年間に川越市立小学校４校で実施した講座「DNAを見てみよう」の受講児童へのアンケート
結果。サンプル数１６５。単位は％。川越市立教育センター提供を改変。「そう思う」をA，「どちらか
といえばそう思う」をB，「どちらかといえばそう思わない」をC，「そう思わない」をDとして集計。
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２．３　アンケート結果

　過去３年間に本講座を受けた児童の反応はどう

であったか。川越市教育センターが児童にアンケ

ートをとった結果を提供していただいたので，

表３にまとめた。小学校により回答に差があり，

設問６でAの「そう思う」が１.３％から８４.６％まで

の大きな差が見られたので，受講４校の総数１６５

名の結果を合計した。多くの児童は講座を楽し

み，新しい発見があり，知的好奇心が満たされた

ようであるが，事象を科学的に考え，今後に活か

したいという思いを持つに至った児童はやや少な

かった。前半の座学をよりわかりやすく説明をす

る工夫をしていくとともに，実験の最中にも何故

そうなるのかを問いながら進めるなどの改良をし

ていこうと考えている。

３．まとめ

　２０１８～２０１９年度の川越市「小・中・大学連携理

科ふれあい事業」への本学理学部化学科の取り組

みについてまとめた。２年間８講座中６講座がク

ラブ単位であったため，希望する小学校が毎年申

し込めるよう，より多くの講座を用意することも

考えられる。本学理学部化学科は「子ども大学に

しいるま」でも講座を開講しているが，そちらの

対象も小学校４～６年生であり本事業と重なる。

そちらの講座も本事業で開講できるようアレンジ

することも視野に入れてはどうであろうか。本年

度はあいにくコロナ禍の影響で同事業は中止とな

ったが，次年度以降も協力を続けていくこととな

る。我々の提供する体験型の講座が「理科離れ」

を起こしている小・中学生に興味・関心を促す原

動力となれば幸甚である。
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